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 繊持率と量子効 相 一物ヲ準V
 一、透明電極
 表面処理を施していない試料の量子効率が
抵抗器笏
 他の表面処理を施した試料に比べ1オーダー大』
 きいことがわかった。特にアナターゼ型めものはルF塩7光電流測定システム概要
 チル型のものに比べ約5倍の量子効率を示した。
 これは一般にいわれている、アナターゼ型酸化チタンを含んだ塗膜のほうがルチル型酸化チタンを含
 んだ塗膜よりも光劣化しやすい、という事実と相関した結果である。また、Flg.8に示すように表面処理の
 種類によって量子効率が異なり、Sio,処理は量子効率を低下させる傾向にあることが判った。
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 この二酸化チタンの量子効率の大小関係は、塗膜での屋外曝露試験結果とも対応がとれることが明
 らかとなり(Flg.9)、高耐候性塗膜に使用すべき二酸化チタンの種類が判明した。
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 Flg、8表面処理剤種による量子効率の違い
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 1憶.9平塚暴露試験結果(光沢保持率)
 と顔料量子効率の関係
 ⑭A1203-Sio2(高密度)、磯AbO3-ZrO2、☆A1203
 0A1203-SlO2-ZnO、◇A1203-Sio2
 ・壁塗
 これまで測定評価されたことの無かった、塗料用二酸化チタンの光電流を精度良く評価できるシス
 テムを構築するこ.とに成功し、それによって顔料表面の処理剤種による二酸化チタンの量子効率の差を
 評価・考察することができ以下の知見が得られた。表面処理を施した試料ほど量子効率が小さくなり、特
 に高密度SlO2処理Tl〔)2は無処理(ルチル型)TlO2の量子効率の1/100以下であった。また、塗膜の耐
 候性において含有するTlO,の処理剤が異なると塗膜間で光沢保持率の差、つまり塗膜劣化に違いが
 現れ、それはTl()2の処理剤種あるいは処理剤量による量子効率の差が大きな要因の一つであることが
 判った。
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 論文審査結果の要旨
 21世紀の地球存続のための技術の一つとして、製品保護のため0)高耐候性塗料開発がある、,本論文は、
 耐久性向上を目指した塗料開発の基礎研究としての成果を纏めたものであり、6章よりなる。
 第1章では、塗料組成・製造方法は多岐にわたるが、塗料の構成要素は樹脂、顔料、溶剤に大別でき、
 また製造工程では顔料分散と塗装が重要な工程となる。このうち、塗料・塗膜は、製品保護の立場から環
 境保全技術の一つとして重要な位置を担っており、塗膜耐久性向上のための塗料技術に関する研究を行
 ない、これまで未解決であった項目を解明・解決することを目的とした。
 第2章は、自動車用電着塗料の硬化過程における粘弾性評価手法の開発および欠陥塗料改良を目標に
 掲げ、特に、評価困難な電着塗料の硬化過程における粘弾性特性変化の評価手法開発を目指した。すな
 わち、本研究では、フィルム粘弾性評価に常用される動的粘弾性測定装置を利用して、スパイラルスプリン
 グを支持体とした電着塗装サンプルの測定評価から、ワキ・ブツ発生特性との関連性を硬化過程における
 粘弾性挙動から考察し、ワキ・ブツの発生しない電着塗料の開発に成功した。
 第3章では、塗膜保護の最も.重要な役割のひとつである「塗膜防食」の主要因である酸素の影響に関
 する検討結果を述べている。すなわち、塗膜防食が主目的である電着塗料を用い、酸素透過特性と防食
 性能との関係を明らかにするとともに、酸素透過性制御因子を明確にした。
 第4章は、顔料の樹脂への分散に関する研究結果を述べており、・特に最も使用量の多い顔料である
 TiO2の機能性用途として、ナノサイズのTi.02の分散1支術のさらなる発展を目指した。また、特に色材と
 しての塗膜用途を中心とした実用ナノサイズ顔料分散プロセスも進展中である。そこで、今後の塗料用顔
 料分散技術のさらなる発展を目指し、また、ナノサイズ従来の塗料技術を活かした微粒子二酸化チタン顔
 料の樹脂分散1生とペースト安定性について検討し、従来の塗料技術を活かした微粒子二酸化チタン顔料
 の樹脂分散性とペースト安定性を明確にした。
 第5章では、TiO2の光電特性と塗膜耐久性に関する研究内容を述べている。すなわち、TiO2の光電流
 を測定するシステムを開発するとともに、様々に表面処理が施された各顔料の光電流値を測定し、それ
 らの顔料を用いた塗料一塗膜の屋外暴露評価を行なうことで、より実用的な見地から、顔料の表面処理
 と光電効果の関係および塗膜耐候性との関連性についての結果を示した。
 第6章の結論では、各章での研究成果についてまとめた。
 よって,本論文は1専士(学術)の学位論文として合格と認める。
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